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１．事業の概要

P 1
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船橋地区

（１）位置図



１．事業の概要

P 2
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・水門
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船橋排水機場
・海老川水門
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高瀬

：防護ライン【海岸保全区域】

・箇 所 名 千葉港海岸

船橋地区

・事業所管課 港湾課

・事業主体 千葉県

・事業化年度 平成 8年度
・工事着手年度 平成 8年度
・工事終了年度 平成 43年度

起点

終点

工 種 整備計画

排水機場 ４基

水門 ５基

護岸・胸壁 L=4,344ｍ

事業費 272億円

（２）事業範囲

栄排水機場
・水門

JR船橋駅船橋市役所

ＪＲ総武本線

京葉道路

東関東自動車道



１．事業の概要

P 3

（３）事業の目的及び必要性

中央消防署・市役所

JR船橋駅

ららぽーと

東関東自動車道

： ゼロメートル地帯

：事業対象区間

ＪＲ総武線

京葉道路

・背後地は人口密集地であり、浸水区域には

船橋市役所・中央消防署・船橋駅を含む。

・浸水区域にはゼロメートル地帯が点在している。

【浸水イメージ】湊町付近

現況天端高A.P.+5.6ｍ

計画高潮位A.P.+5.7ｍ



中央消防署・市役所
JR船橋駅

ららぽーと

東関東自動車道

： ゼロメートル地帯

：事業対象区間

P 4

【老朽化の進行】

水門扉体の腐食状況

１．事業の概要

（３）事業の目的及び必要性

・老朽化した水門の機能確保

・護岸及び胸壁の嵩上げ

・施設の耐震化

生命・財産を防護

事業実施 【老朽化の進行】

水門扉体の腐食状況



１．事業の概要

P 5
※ A.P.・・・荒川改修工事に使用された基準面。A.P. ＋0.0ｍ=T.P.－1.134ｍ

高潮対策の必要高

【Ａ.Ｐ.＋６.２～８.０ｍ 】

津波対策の必要高（追加）

【Ａ.Ｐ.＋４.２ｍ】

防護水準（計画天端高）

朔望平均満潮位
▽ＡＰ＋２．１ｍ

（４）防護水準

現況天端高【Ａ.Ｐ.＋５.６ｍ～Ａ.Ｐ.＋８.０ｍ】

■ 海岸保全基本計画の変更 （計画の見直し） ※ 平成25年11月 主務大臣に提出

・平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災を契機に防護水準の見直しを行いました。
・海岸保全施設は、津波対策と高潮対策の必要高を比べ、高いほうを防護水準として整備する。

ゼロメートル地帯最低地盤高さ
ＡＰ＋１．６ｍ


